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50年の歴史で培ったノウ
ハウをベースに世界市場へ
発展

�最初に、PSS社の生い立
ちとメインの事業につ
いてお聞かせください
もともと松下電器産業の第

９事業部として産声をあげ

ましたが、当時の創業者が官公庁

関連の仕事を受注することで、社

会貢献にも注力していこうという

目的のため、1958年に横浜市綱島

で松下通信工業を立ち上げたのが

スタートでした。

松下通信工業は無線の会社であ

ったことから、当時は郵政公社と

警察を中心として、機器を開発し

納入しており、それが現在の携帯

電話の基礎を築き上げるととも

に、交通管制システムや警察無線

などの開発につながっています。

現在もその当時からの事業がベ

ースとなっており、PSS社の中で

は、S（Security）C（CrossMedia）

M（Mobility）をメインの事業とし

て社会貢献を果たしています。

�セキュリティカメラ市
場への参入にも長い歴
史があるのでしょうか
セキュリティカメラを初め

て市場投入したのが1957年

ですから、セキュリティカメラに

取り組み初めて50年になります。

そのことから考えても、セキュリ

ティ関連企業として日本メーカー

の中では最も歴史があると自負し

ています。

この市場は、1979年に起きた

三菱銀行北畠事件を契機として、日本

で爆発的な監視カメラの需要増大が起

こり、その傾向は現在も続いていま

す。

現在の市場での状況をお聞
かせください
国内だけではなく、海外にも

展開しており、中でもアメリ

カ、ヨーロッパ、日本、中国市場で多

くのユーザーに評価をいただいていま

す。シェアとしては、これらの全地域

で２桁を占めていますが、その中心製

品であるSD（スーパーダイナミック）

機能搭載カメラは、1997年の発売以

来200万台を突破しています。

その市場に向けて、御社が
注力しているアイテムは何

　　   でしょう
当社は高性能・高機能仕様の製

品を持っていますので、自分た

ちの独自マーケットがあると考えてい

ます。PSS社では、「スーパーダイナ

ミック」「メガピクセル」「スマート

インテリジェンス」「メディカルカメ

ラ」を４つの事業コンセプトに掲げて

います。

一番は「スーパーダイナミック」

で、高画質であることを引き続き追求

していきます。また、「メガピクセ

ル」では、３メガのネットワークカメ

ラを市場投入する予定があります。さ

らにその後には「スマートインテリジ

ェンス」と呼ばれる高度知能化があり

ます。

あまり知られていない特異な分野で

「メディカルカメラ」があります。カ

メラをいっそう小型化して、内視鏡な

どのメディカル分野向けにHD化を進

めていき、要素技術をブラッシュアッ

プしていこうと考えています。この４

つを事業のキラーコンセプトにしてい

くことで、ワールドワイドのユーザー

要求にも応えていこうというのが、現

在の姿勢です。

�やはり高画質が絶対条件
でしょうか
全世界で当社の監視・防犯カ

メラが受けいれられている理

由の多くは「高画質」です。

どの国でも、紙幣の種類を見極める

能力を持つ高画質・高精細や、背景が

明るい屋外でも映る逆光補正機能、暗

い部分をブラックストレッチして映像

を見せる機能などが高く評価されてい

ます。

パナソニックは、お客様の要望に的

確にお応えする製品力と対応力があ

るため、システムの費用対効果で他

社との差別化ができ、自社の存在理

由を明らかにすることが可能になっ

ています。

レコーダも同じ思想で、カメラの高

画質に合わせて高画質の画像記録を実

現しています。その意味で、カメラと

ハードディスクレコーダを作る総合メ

ーカーの強みが世界市場で高い評価を

受けています。

国内で高まるネットワークカ
メラ化の勢い

ネットワークカメラの現状
についてご説明ください
当社のもう一つの切り口がネッ

トワークカメラです。その比率

も大分高まってきました。アメリカ

も、ネットワークカメラ比率が２割を

超えてきていることから、今年６月に

はバンダルプルーフ（耐衝撃型）ネッ

トワークカメラDG-NW484Sをアメリ

カ市場に投入しました。（このカメラ

は国内でも販売しております）

この製品を、夏休み期間を利用し

て多くの学校に導入していただきま

した。昨年はスポーツスタジアムな

ど、著名な施設へ大量のネットワーク

カメラ導入があり、おかげさまで生産

が間に合わなくなるほど順調に販売を

伸ばしています。

2007年８月期のアメリカ市場では、

ネットワークカメラの比率が25%を超
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スーパーダイナミックの「高画質」監視・防犯カ
メラとハードディスクレコーダー、お客様のご要
望に応えられる製品力と対応力が世界市場で高い
評価を得ている理由です。
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えたという報告も入っています。

�国内マーケットではいか
がですか
日本のネットワークカメラマ

ーケットの比率は10%くらい

と見ています。それを向上するため

に、ネットワークカメラ普及のため

に、引き続き強力な広報活動・営業

活動を行います。

ネットワークカメラのラインアップ

が2008年の春、海外向けを含めて15

種となり、競合メーカーを追い抜く

ことになります。その中でも人気な

のは、DG-NP244やDG-NS202Aとい

った製品です。やはり高性能・高機

能・高感度が注目されています。今

後、PTZ機能付屋外ハウジング一体型

ネットワークカメラを出すことも予

定しています。

日本のマーケットは年率5～7%の伸

び率となっており、世界市場が7～8%

の伸び率であることを考えると、高

画質の録画再生を求める国内の方が

多少熟しているのではないでしょう

か。市場ニーズは大量にあり、金融、

流通系、政府系、マンションなど、

多岐に導入されると考えています。

その中で豊富な商材を持つ当社の

製品ターゲットはリプレース需要で

す。金融関係や官公庁系のお客様を

含め、アナログカメラからネットワ

ークカメラにリプレースしていくこ

とを目標にしています。

一時期に比べると、海外メーカー

の販売量が落ちているようで、ロー

コスト製品に傾いていたマーケット

が、今はユーザーの求める全国一律

のサポート体制とメーカーの信頼

性、高性能・高機能という選択に戻

ってきていると考えられます。

やはり、品質保証とメンテナンスサ

ービスが充実しているメーカーが選

ばれる傾向にあるのではないでしょ

うか。

当社はそういう中で、「生活快適

実現事業」を目指し、セキュリティカ

メラの販売を企業のコンセプトに盛

り込んでいます。コンセプトとして

は、生活環境における安全・安心の

提供ということです。松下電器PSS社

の監視・防犯カメラと松下電工の各

種センサーや入退管理を含めていく

提案を行い、生活快適実現事業のセ

キュリティ事業として安全・安心を

推進しています。

�� ネットワークカメラの特
性で注力していることは 
ありますか
温湿度対策の除湿デバイスを

今より多くの機種に採用し

たいと考えています。湿気の多い亜

熱帯地区では特に評判が高く、東南

アジア向けの製品で多く採用されて

います。温湿度対策した除湿デバイ

スは、アナログカメラで採用を始め

た歴史もあり、スーパーダイナミッ

ク、ブラックストレッチ、オートバ

ックフォーカスの次に除湿デバイス

という展開を目指しています。

他業種とのコラボレーシ
ョンも視野にはいってい 
るのでは？
金庫メーカー、事務機メーカ

ー な ど で も セ キ ュ リ テ ィ シ

ステムを扱うようになっています。

お客様からセキュリティを含めたデ

ザインを考えてほしいという要望が

出てきたことで、専業メーカーとコ

ラボレーションすることで解決する

という方向性が出てきています。特

に個人情報保護法が施行されてから

は、その要望も大きくなりました。

事務機メーカーに対してはOEM供

給をはじめ、さまざまな機器も納入

しています。金庫メーカーとコラボ

レーションしたシステム提案も大き

な存在になっております。

珍しいところでは、警備保障会社と

共同で刑務所にもカメラを導入し始

めています。海外の刑務所での納入

事例は結構多いのですが、日本の場

合もサポート体制とメーカーの信頼

性が評価されてきました。

また当社では、秋葉原にシナプスネ

ットショウケースという商品展示施

設を開設しています。ここでは入退

管理システムと監視・防犯カメラの

連動など、映像・物理・情報のセキ

ュリティ連携による各種システムを

お客様に体験頂けるように致しまし

た。さらに、警備会社、事務機器会

社などとコラボレーションを組むた

めのSIチームもおり、システム連携に

よる新たなセキュリティ価値の創造

を検討しております。これらの取り

組みを通じてさらなる用途の広がり

が期待できます。

シナプスネットショウケースに是非

足を運んで頂きたいと思います。

日本のものづくり技術で社会
貢献

�国際的な企業の日本市場
進出をどのように考えて
いますか
日本は、閉鎖的なマーケット

政策を取っているわけではあ

りませんし、流通に障壁があるとい

うことでもないと思います。ハイク

オリティで日本のテイストにあった

製品は受けいれる土壌はあると思い

ます。しかしトータルサービスな

ど、顧客が品質保証に期待する部分

を理解しないと日本の消費者の購買

に結びつかないと言えます。この考

え方の違いは如何ともしがたい現実

があります。参入にあたっては、日

本のマーケットの「気質」を研究した

方が良いのではないでしょうか。

その製品のサービスに対する安心感

がないと日本の消費者に選択してい

ただけないものです。

アジアなどの外来メーカーは、ロー

コストを優位点として一時的には勝

利したとしても、品質やサポートに

対する安心感が伴わないと引き続き

購入いただける可能性は低くなると

聞いています。

�海外製品や海外メーカー
との違いは何だと思いま
すか

カメラの画質がまったく違う

のが最大のポイントです。こ

れは録画再生の画像が良いというこ

とです。加えて、サポート体制によ

る顧客満足度（CS）に対する考え方で

はないでしょうか。

当社の場合、海外のカジノなどに導

入したカメラの例ですが、国の趣向

や風土に合わせた色調節も行い、ユ

ーザーに違和感を持たせない努力を

惜しみません。

例えば、中国向けなら赤や緑の色を

微妙に調整することも顧客満足度を

高めるために必要になってきます。

この一点を取っても、ユーザーの要

求を満たすことにつながります。

視点は多少違いますが、当社はダミ

ーカメラを製造・販売しておりませ

ん。ダミーカメラを作る発想すらあ

りません。

我々の経営理念は電化製品の高性

能をもって社会のお役立ちをしたい

のであって、ダミーカメラがその指

針を満たすものとは考えられないの

です。

これらのバックグラウンドにある

のは、当社が最も大切にしている日

本の「ものづくり」の精神に他なりま

せん。

本部長としての今後の方
針をお聞かせください
さまざまなソリューションや

提案がある中で、具体的には

i-proシリーズの推進を加速させてい

きたいと思っています。さらに高性

能で高機能の製品を、ローコストで

提供していくことを企業としての命

題ととらえ、もっと企業努力をしな

ければいけないと考えています。

i-proシリーズの加速によって自ら

が風を起こし、安心・安全のレベル

向上に努めることが、監視・防犯カ

メラを製造するセキュリティ製品メ

ーカーの責務ではないでしょうか。

開発・生産・販売の流れの中で、常

にお客様満足の観点に立ち、「開発は

どうあるべきか」、「ものづくりはど

うあるべきか」、さらに「販売・メ

ンテナンスはどうあるべきか」と真摯

に向かい合い、最終的には「いかにお

客様のお役に立つことができるか」

を見据えて、社会貢献という創業以

来の企業姿勢を貫き通していきたい

と思っています。

「ものづくり」の精神を大切にして、常にお客様
満足の観点に立ち、社会貢献という創業以来の企
業姿勢を貫き通していきたいと思っています。Q
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